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目からうろこ、雑穀の世界 

エコミュージアム日本村／植物と人々の博物館
／日本村塾／自然文化誌研究会 

木俣美樹男 
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 要旨 
 
 ヨーロッパ、アジア、アフリカ、南北アメリカの各地で、30

種ほどの雑穀といわれる栽培植物が古くは8500年前か
ら食べられてきました。 
 日本でも縄文時代後晩期以降、伝統的に栽培されてき
た雑穀は6種あります。意外に思われるでしょうが、日本
全体で見れば、稲が「主食」とされるようになったのは、第
2次世界大戦中の配給制度以後からです。敗戦後しばら
くは、雑穀の栽培が増加して、食糧難をしのぎました。 
 多くの雑穀は乾燥に強く、光合成効率も良く、栄養豊か
ですので、気候変動に対応するため世界的に再評価が
高まっています。  
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１．雑穀の大切さ～意識する課題： 
               歴史的および現代的価値 

 
１） 雑穀は生きるための食べ物（自給・生産） ｖｓ コム
ギ・トウモロコシ・イネは売るための商品（貿易・消費） 

２） 商品穀物の過剰生産、グローバル・貿易、大量廃棄
の反生命倫理性。 

３） 稲作単一民族説の誤り、山住民族の歴史の自覚。生
活に基盤をおく伝統的知識体系の継承、生物文化多様性
の保全。言語、民族、信仰など少数側の誇り。 
４）穀物菜食中心の健康・予防医学、栄養学 vs 西欧の

治療医学。食生活による心臓業、がん、糖尿病、肥満など
を改善。 
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５）飢饉時の食糧供給 

 家族や地域社会は天災、人災（公害、インフレ、
戦争など）に備えねばならない。 雑穀は冷害や

干ばつ、敗戦時における食糧難に有効だった。  

 大都市には国の食糧備蓄がある。各地から食
料が集まる。隠匿物資も集まり、高値で売られる。
しかし、金や物をもたない人々はこれらを買えず、
入手できない。  

 田舎は、ある物しかなく、都市から食糧供給は
困難、自力で対応できるように準備しておく。た
だし、長期化した場合、自然から得る食べ物は
豊かにある。 
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６）科学的知識体系の過剰な技術的発達、便利
すぎる（非人間化）、過剰な化石燃料やエネル
ギーの消費。現在、ガソリンは水より安い。次世
代に残すべきだ（世代間倫理）。生ごみを循環さ
せるパーマカルチャー・有機農法を深めよう。 
 

７）化石燃料は減少、低エネルギーの真文明に
向かうように、準備を始める。現代文明の崩壊に
備える。 現代文明の反省をし、現在を先真文明
の時代トランジションとして把握し、近未来を想
定するなら、伝統的知識体系は、原理・原則・原
論の基層（レジリエンス復元力）を提供する。 
 道に迷ったら、出発点に戻るのが良い。 
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ヒト属の出現 

  約200万年前に、最初のヒト属ホモ・ハビリスが東

アフリカに現れた。道具をもち、肉食もしていた。更
新世が始まり、180万年前にはホモ・エレクトウスが
アジア地域にも広がった。その後、10万年前には、

私たち現生人類ホモ・サピエンス・サピエンスが広
域に広がっていく。現生人類は多様な道具をつくり
出し、更新世の氷河期を耐え忍んで、完新世を迎
える（Mithen1996）。    

  サバンナの植生に生活したヒトは、草原に集
まったイネ科植物を栽培化し、集団性動物を家畜
化して、1万2千年前には農耕を開始する。   
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狩猟採集民の心 現代

初期ホモ・サピエンスの心
約１0万年前

博物的知能

言語
技術的知能

社会的知能

一般知能

代替知能 分散、解体縮小と電子
頭脳への置き換え？ 

言語 

技術的知能 

博物的知能 

社会的知能 
一般知能 

統合する心 Hot  or cool? 
都市民の心 

心の構造； 未来に向けて歴史から学ぶ 

伝統的暮らしを守る先住民・
山村民 

（Mithen1996）                     （木俣2012）             



前農耕    
無土器～縄文時代 

生業／初期畑作農耕、雑穀・い

も・豆類。縄文時代後・晩期          

水田稲作  弥生時代、イネ・麦類 

現在日本の農耕文化の歴史的多層構造 
連続的に、混合的な生物文化多様性への蓄積と衰退 
複雑／単純  The nothing虚無 / The convenience便利 

野生時代 狩猟採集 

＜生き物＞農業 荘園 封建時代 

＜機械＞産業革命 工業・商業  近代 

＜生命科学？＞技術 グローバル金融・IT  現代 

空間拡大 

時
間
経
過 

人
工 

vs 

自
然 

2016.5.13 
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伝統的焼畑の優れた技術の認知 （中尾1967） 
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雑穀研究会シンポジウム（1994）、椎葉村、
椎葉秀行さんの焼畑（ヒエ） 
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焼畑：ソバ収穫後、自生する平家カブ
（2016） 
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焼畑の特徴 佐々木高明1971より整理

地域 類型 特徴
東南アジア大陸部 根菜型 イモを主作物とする。もっとも古い焼畑の文化層。

根菜型⇒雑穀栽培型⇒オカボ卓越型

島嶼部 オカボ型 熱帯森林地域、主作物はオカボ。オカボ化現象はそれほど古い時代ではない。

根菜型⇒オカボ型

インド 雑穀栽培型 サバンナ地域、アフリカ起源の雑穀。

オカボ卓越型 オカボ随伴雑草からインド起源の雑穀が栽培化された（二次的、三次的に）。

日本 雑穀栽培型
オカボ化現象が進行していない、稲作以前の大陸部の型。中国江南の山地焼畑が関連。
照葉樹文化、狩猟・採集を広範囲に営む。
一家族当たりの焼畑面積、1.4～1.8ha。一戸当たり15～20haの土地が必要。耕地の造成と
除草に大きな労働力がいる。人口が増加すると、森林過伐・休閑期間の短縮により、森林
破壊が起こる。
低山・平地では縄文文化が弥生文化（水田稲作）に変わる。

日本の焼畑類型   
アイヌ族は河原を焼いて雑穀栽培。 
アラキ型：東北地方、開墾して常畑化。新しい。 
カノ型：北陸地方、単純な輪作体系、小規模、カブを播く。 
ナギハタ型：中部山地、雑穀中心で、麦・イモがない。古い。 
コバ型：西日本、複雑な輪作体系。稲作と同伴伝播か。 15 



九州の縄文農耕 （宮本一夫；佐原・都出編2000） 
 

 コムギの長崎県筏遺跡の事例が正確であるとすれば、
その立地と時期からすれば、おそらくは縄文晩期後葉か
ら本格化する稲作農耕の伝播と同様に、朝鮮半島の雑
穀農耕とともにもたらされた可能性が高いであろう。 

 （オオムギ）日本の出土例は関東から中部地域であり、
今後の検討が必要であろう。その意味で、ヒエ、アワ、キ
ビは北海道から東北に出土の分布が集中しているところ
が興味深い。 

 晩期後葉のアワ、キビの西日本の出土例は朝鮮半島
からの本格的な稲作農耕に伴う雑穀である可能性もあり、
縄文農耕の事例としては除外する必要があるかもしれな
い。（日向エンバクはあるのか？） 
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九州の焼畑の作物 

日本で最大規模の焼畑地帯、九州山地 （佐々木高明1971、1972）  

九州の焼畑の特徴 佐々木高明1972より整理

ブロック 分布県 焼畑の呼称 特徴
北部 福岡、大分、熊本 ナギノ、ノサク 輪作形態による分類；　ソバ⇒アワ⇒イモ・マメ⇒（イモ）

九州山地／コバ型 ソバ・ヒエ・ムギ⇒穀類⇒マメ（穀類）⇒イモ（マメ）

小規模

火山地帯 国東半島から島原半島 焼畑はない。

中部 熊本、宮崎 コバ・ヤブ、コバ、ヤボ・コバ 輪作形態による分類；　ソバ・ヒエ・ムギ⇒穀類⇒マメ⇒イモ（マメ）⇒（イモ）

山茶の利用（焼畑後5～6年目に自生繁茂）

大規模で、雑穀栽培が多い。麦・雑穀・イモで自給的。

南部 鹿児島 ヤツマツ、コバ・ノバタ 断続的で焼畑農家は少ない。

沖縄 沖縄、八丈 アキケーバル 輪作形態による分類；　イモ⇒イモ（アワ）⇒イモ（アワ）⇒イモ

根菜型

敗戦後（1950）、食糧難で、焼畑は一時的に再生し、全国山村で数万町歩に及んだ。
戦後の造林事業で、焼畑適地がなくなった。過疎化（1965）で人口が少なくなった。

北上山地アラキ型、出羽・上越カノ型、飛騨・赤石・丹沢・山陰ナギハタ型、四国・九州コバ型、沖縄根菜型。
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椎葉村の焼畑 
椎葉村史には、「縄文時代後期に樹相が急激に変化し炭片が増加
することから、焼畑に伴う森林破壊が推定されている。」「食糧を得る
ために先ず焼畑を拓いたであろう。自然破壊の始まりであろう。」幕
藩時代は規制された。明治期に拡大し過ぎて、椎葉村森林保護法を
制定した。西臼杵郡役所の焼畑維持の答申。 

「戦時下の本村農家は、不足する食糧を、焼畑作の拡大と芋・甘藷
によって補い、…。」   
「江戸末期；水田２反歩あまり、畠５０町歩、焼畑５００町歩」 
と書いてあるが、 
現在の強引な森林破壊的な「焼畑」とは区別せねばならない。 

アグリビジネスのために牧場を開発し、飼料を作り、商品肉食を拡大
する。 
 

伝統的技術による共生的焼畑 
遷移の過程で、生物多様性を高めている。 

家族や地域社会協働のレベルでは、１００年ほどの周期なら、自然共
生的である。                                   18 



椎葉のハタケとケエゲエシ 
春ヤボ。夏ヤボ 
サエ山二十人ボシの春ヤボ 
ヤボの切り始めにやるべきこと 
ヒエちぎり小屋づくり 
ヤボ切りの心得 
ヤボの形状と呼び名 
カダチの切り方 
 
火入れの作法 
灯け方、焼き方、終わらせ方 
カダチでのつらい仕事 
燃える最中の怪音 
夜になれば安心なワケ 
炭で汚れるキザネ焼き 
 

椎葉村の焼畑： 稗ヤボのはなし 

技術の差が出る蒔き付け 
大忙しの草取りとシシカジメ 
 
稗刈り・乾燥（トベイ） 
稗ちぎり 
カテーリなしでは搗けぬ稗 
稗搗きと稗搗き節 
老練者の手並み 
 
唐箕にかけてヒエノコメに 
香ばしい稗のめし 
 
 
（椎葉久2007） 
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表　宮崎県椎葉村で分譲を受けた雑穀 2016.11.11databaseから抽出作成

収集番号 学名 和名 地方名 収集地 栽培者 収集者 備考
74-12-6-5 Setaria italica アワ アカバチコ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山日添 椎葉秀行 阪本寧男 モチ
74-12-6-6 Echinochloa utilis ヒエ シロビエ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山日添 椎葉秀行 阪本寧男 ウルチ
74-12-6-7 Echinochloa utilis ヒエ クロビエ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山日添 椎葉秀行 阪本寧男 ウルチ
74-12-6-8 Echinochloa utilis ヒエ ケビエ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山日添 椎葉秀行 阪本寧男 ウルチ
74-12-6-9 Phaseoius マメ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山日添 椎葉秀行 阪本寧男
74-12-6-1 Setaria italica アワ ムコダマシ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山尾手納 椎葉ますえ 阪本寧男 モチ
74-12-6-2 Setaria italica アワ アカバチコ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山尾手納 椎葉ますえ 阪本寧男 モチ
74-12-6-3 Setaria italica アワ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山尾手納 椎葉ますえ 阪本寧男 品種不明、ウルチ
74-12-6-4 Echinochloa utilis ヒエ シロビエ 宮崎県東臼杵郡椎葉村向山尾手納 椎葉ますえ 阪本寧男 ウルチ
76-12-6-1 Setaria italica アワ ムコダマシ 宮崎県臼杵郡椎葉村尾前 尾前みやこ 松尾英輔 モチ
76-12-6-2 Setaria italica アワ シチリビキ 宮崎県臼杵郡椎葉村尾前 尾前みやこ 松尾英輔 モチ
76-12-6-3 Setaria italica アワ 不明 宮崎県臼杵郡椎葉村尾前 尾前みやこ 松尾英輔 モチ
76-12-6-4 Echinochloa utilis ヒエ ｼﾛﾋｴ 宮崎県臼杵郡椎葉村尾前 尾前みやこ 松尾英輔 ウルチ
76-12-6-5 Echinochloa utilis ヒエ キネフリ 宮崎県臼杵郡椎葉村尾前 尾前みやこ 松尾英輔
90-10-19-2 Setaria italica アワ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男 焼畑ヒエの畑の中
90-10-19-3 Echinochloa utilis ヒエ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
90-10-19-4 Echinochloa utilis ヒエ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
90-10-19-5 Echinochloa sp. ヒエ属 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
90-10-19-6 Echinochloa sp. ヒエ属 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
94-9-24-1-1 Echinochloa utilis ヒエ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男 自宅の畑に少しあった
94-9-24-1-2 Echinochloa sp. ヒエ属 宮崎県椎葉村 木俣美樹男
94-9-24-1-3 Panicum miliaceum キビ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
94-9-24-1-4 Panicum sp. キビ属 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
94-9-24-2-1 Setaria italica アワ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
94-9-24-2-2 Panicum sp. キビ属 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
94-9-24-2-3 Setaria viridis エノコログサ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男
94-9-24-2-4 Setaria italica アワ 宮崎県椎葉村 椎葉秀行 木俣美樹男 焼畑に生育
94-9-24-3-1 Echinochloa utilis ヒエ 宮崎県椎葉村 木俣美樹男
94-9-24-3-2 Echinochloa sp. ヒエ属 宮崎県椎葉村 木俣美樹男 ヒエ畑中に生えていた
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九州、五木村の焼畑 
（佐々木 1971,1972） 
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焼畑の効果 雑草を絶やす。肥料分を増やす。 
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表6-14 焼畑周期を通じた植物群落の変化（ブラジルのカア

ポル（Balee & Gely 1989） 

表7-9 物質文化に用いられる植物種の焼畑休閑地にお

ける管理（ペルーのボラ族） 
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表6-15 休閑地が管理されている場合とされ
ていない場合の多様性の段階 

エクアドルのルナ
族、焼畑園耕民。
1ヘクタール当た

り、各科の個体数
を示している。 

管理地は開けた
空間となり、多様
性が高い。 
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２．雑穀とはなにか～起源と伝播 
１） 植物学と科学的知識体系 
 イネ科穀類のなかでも、アワ、キビ、ヒエなどの総称で、
英語のミレットの訳語である。 
  

 雑穀に含まれる穀類の種類は、雑穀の定義をどうとる
かによって異なってくるが、雑穀とは小さな穎果をつけ、 

主に夏雨型の半乾燥気候、熱帯または亜熱帯のサバ
ンナ的な生態条件や温帯モンスーン気候の地域で栽培
化され、 

夏作物として栽培される一群のイネ科穀類と定義する
ことができる。（阪本1988） 
｛C4植物が多い。乾燥に強く、光合成能力が高い。｝                   
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４つの農耕文化（中尾１９６７）と7つの栽培起
源地（阪本１９９６）および伝播ルート 

１ 

２ 

６ 

３ 

７ 

５ 

４ 

トウガラシ、 
トマト、ハヤト
ウリ 

ハクサイ 

ダイズ 

ナス、
キュウリ オクラ、

スイカ、
メロン 

ダイコン、ニン
ジン、カブ、
キャベツ 

空間と時間を考える 

雑穀 

ムギ 

イネ 

トウモロコシ 

アマランサス、
キヌア 

26 



イネ科庭園種まく人像と博物館No.１ 

上： 足元には世界中の栽培穀物が
植えてある。奥は冬作麦類、手前は夏
作雑穀類。 

下： 植物利用の展示がある博物館。            

         イギリス、キュー植物園 27 



地理的起源地 一般的和名

アフリカ大陸 フォニオ、ブラックフォニオ、アニマルフォニオ、テフ

シコクビエ、トウジンビエ、モロコシ

ユーラシア大陸

　中部アジア キビ、アワ

　東アジア ヒエ、タイワンアブラススキ(絶滅危惧)

　南西中国 ソバ、ダッタンソバ

　東南アジア ハトムギ

　インド亜大陸 コルネ、コラティ、ライシャン
インドビエ、サマイ、コドミレット

マナグラス（絶滅）

北アメリカ大陸 サウイ（絶滅危惧）

センニンコク、ヒモゲイトウ、キノア

南アメリカ大陸 マンゴ(絶滅危惧)

センニンコク、ヒモゲイトウ、キヌア

世界各地で起源した雑穀類 
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ハトムギ（東南アジア起源）とシコクビ
エ（アフリカ起源） 

30 



キビ（中央アジア起源）、モロコシ（アフ
リカ起源）およびアワ（中央アジア起源） 
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6500BC 

6500BC 

2500BC 3900BC 

1600BC 

5500BC 

1800BC 

1600BC 

3000BC 

900AD 

？BC 

Fig. Dispersal roots of common millet after the domestication  
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表2．　九州・沖縄で収集した雑穀の系統数（1972～2014）

種名 和名 地方名（品種名） 収集地 収集数

Setaria italica アワ
アカアワ、国分2
号、ネコデ

長崎県 42

カゼヨケ 大分県 2
熊本国分2号、伊
福、メシアワ、モチ
アワ

熊本県 20

モチアワ、ムコダマ
シ、シチリビキ、アカ
バチコ

宮崎県 10

吉利、福岡島原、モ
チアワ、シャクア
ワ、35日、サルの
て、クロモチアワ、
ナツアワ

鹿児島県 24

ムチアー、ナガブ、
クメジマアー、サク
アワ、シロアン、ア
ン、モチアワ、アカ
マルアー、クメジマ
イデブー、コミチマ、
アカアワ、ムツア
ン、タラマアン

沖縄県 54

小計 152
Panicum miliaceum キビ 佐賀県 2

長崎県 3
コキビ 熊本県 4
コキビ 宮崎県 4

鹿児島県 1
シン、シイン、チム、
キン、ツム、マージ
ン、ウズラシン

沖縄県 32

小計 46
Echinochloa utilis ヒエ 熊本県 12

シロヒエ、シロビエ、
クロビエ、ケビエ、
キネフリ

宮崎県 12

小計 24
Sorghum bicolor モロコシ ソルガム、キビ 佐賀県 3

キビ 長崎県 20
タカキビ 宮崎県 1

鹿児島県 1
フームン、タイワン
フュン、ヤマトウプ
ン、ウプキームウ、
トウジミ、ウフムン、
ウプギャン、

沖縄県 14

小計 39
長崎県 1
熊本県 1
小計 2

Amaranthus
hypocondriacus

熊本県 1

Fagopyrum esculentum 熊本県 1
宮崎 1
小計 2

合計 266

Coix lacryma-jobi var.
ma-yuen

雑穀など収集
種子約1万系統

は、東日本大震
災に伴う福島原
子力発電所か
らの放射性物
質の飛散、計画
停電に対処す
るために、すべ
てをイギリスの
王立植物園
キュー、ミレニ
アムシードバン
クに緊急避難
移管した
（2011）。 
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雑草との関係～栽培ヒエと擬態雑草
（オロカビエ） 
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ヒエ属植物の分類と系譜 

１．野生種；１）タイヌビエ、ヒメタイヌビエ、２）イヌビ
エ、３）ヒメイヌビエ 

２．栽培化されたタイヌビエ（中国雲南省） 

３．世界的分布；イヌビエ、コヒメビエ祖先野生種 

４．栽培種；ヒエ、インドビエ 

（藪野友三郎；山口編2001） 

５．ヒエの品種；東北農試収集131品種。九州の品
種はない。中国東北地方７、朝鮮5、台湾１含む。 

６．最近、モチ性品種も開発された。 
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二次・三次作物、混作；擬態随伴雑草 

１） コムギに対する二次作物： ライムギ、エンバク。
混作物をメスリンと呼ぶ。 

少雨・低温・乾燥により、ライムギの混入率が変化す
る。低地13.3％、中間25％、高地41.7％、さらに高地
100％単作。一緒に収穫して、製粉する。  黒パン
（ライムギ） 

２） イネに対する二次作物： インド起源のサマイ、イ
ンドビエ、コドラ 

３） サマイに対する二次作物（イネに対して三次作
物）： コラティ。混作物をテラサムルと呼ぶ。 
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オリッサ州 南インド 

第1段階 

第2段階 

第3段階 

陸稲畑D 

コドラ畑D 
インドビエ畑D 

サマイ畑D 

インド亜大陸 

コルネ畑D 

コラティD１
混作畑 

コラティD２
混作畑 

ジャングル・
ライスW 

デーラW サマイＷ 

コラティＡＷ 

グサラ・パタＷ 

サカラティ・サメＡＷ 

シコクビエ畑Ｄ コド・ガースＷ 

水稲Ｄ 

キンエノコロＷ 

図14．インド亜大陸における雑穀類の起源 

東インド 
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オリッサ州における雑草性 

Setaria pumila （左下）；コドラに
随伴したコラティ （右) ；サマイに
随伴したコラティ （右下）  

White spike 

Brown spike 

図2.コラティS. pumilaの形態的､生態的な多様性 
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随伴する作物 

雑草 
随伴雑草 

Ass. 

Mimic 

Weed 

混作 作物h 

匍匐性 
半匍匐性 直立性 

多い  減少 

草丈 

分けつ数 

少し高い 

短い 
長い 

脱粒性 著しい 少ない 

コラティSetaria pumilaの栽培化過程 

飼料 

(crop) 食物 

関係性の変化 

穂長 

サマイ  

コドラおよびその他 

随伴擬態
雑草 

随伴擬態
雑草 

雑種形成 

保険作物 

擬態 

antagonistic 

symbiotic 
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a 

b 

ｂ ｃ ｄ 

e ｆ ｇ 

a サマイとコラティの混合粒（tela samuru市販）、b サマイ、c コ
ラティ、d コラティ、e めしannamu、f おねりsankati、g uppitu。 
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２） 生物文化多様性と伝統的知識
体系 

 
東京と奥多摩町峰の廃屋と貯蔵ヒエ（写真

不明、捜索中） 
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日本の雑穀伝統料理 
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キビの加工･調理食品                     

地域 モチ／
ウルチ
性 

粒食 粗挽 粉食 飲み物 

  飯 強飯 粒粥 餅 粥 団子 粉粥 パン   非アルコール アルコール 

日本 ウルチ ○ ○ ○ 

モチ ○ ○ ○ ○ ○ 

韓国 ウルチ ○ 

モチ ○ ○ ○ 

中国 ウルチ ○ ○ ○ ○ 

モチ ○ ○ ○ ○ 

台湾 ウルチ ○ 

モチ ○ ○ ○ ○ 

バタン諸島 ウルチ ○ 

ハルマヘラ諸島 ウルチ ○ 

インド ウルチ ○ ○ ○ ○ 

パキスタン ウルチ ○ ○ 

アフガニスタン ウルチ ○ ○ ○ 

ウズベキスタン ウルチ ○ ○ 

カザフスタン ウルチ ○ 

コーカシア ウルチ ○ ○ 

トルコ ウルチ ○ 

ウクライナ ウルチ ○ ○ 

ブルガリア ウルチ ○ ○ 

ルーマニア ウルチ ○ ○ 

イタリア ウルチ ○ 

フランス ウルチ         ○             
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キビの料理 
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こはだのアワ漬け 

モロコシの饅頭 
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緑の革命の問題 

 高収量作物品種の開発で、化学肥料、農薬、灌漑によって、コム
ギ、イネなどの収量を増大させ、穀物を世界商品にし、また世界戦
略にも用いた（1941年から）。 

 さらに大規模農地での穀物の単作化、生産・加工の機械化により
エネルギーを大量に使用する。 

 この結果、農薬による土壌汚染、機械化による環境悪化、地下水
の枯渇・塩害、農家の借金増加による隷属化、長期的に見て持続
可能性が低くなった。 

 そこで、小規模家族農耕、有機農法が再評価をされ、反省を踏ま
えて、FAOも伝統的な農耕システムと生物多様性の保全、および食
料安全保障のために、世界農業遺産の認定を始めた。 

 インドや日本の伝統的農耕法から、未来社会を安定・安全に導く
ために、学び直す必要がある。 
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インドの菜食文化複合 
栽培植物（穀物＋豆）＋家畜 

雑穀類 

• 種子は人の食べ物 

• 葉･茎（稈）は家畜の食
べ物 

 

豆類 

• 種子は人の食べ物 

• 葉、茎、根は植物の食
べ物（空中窒素の固
定） 

牛・水牛・ヤク、駱駝、羊・
山羊 

• 乳は人の飲み物、食べ
物 

• 毛は人の衣類に 

• 糞は植物の食べ物、燃
料、塗料など 

• 蓄力は農耕に 
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インド料理の特色 

• 野菜や肉の、香辛料豊かなカレーばかりではありま
せん。 

• 穀物も豆類も沢山の種類が一緒に畑で作られて、
色々に料理され、食べられています。  

• 大まかに見た地域の主食 

  西：コムギのチャパティ（パン）粉食 

  東：イネのめし粒食 

  南：イネ･雑穀のめし、雑穀のロティ（パン） 

  北：コムギ・雑穀のパン、ジャガイモ、穀物酒 
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簡素で、豊かな暮らし 

• 穀物･マメ類を核にした農牧文化複合は生物
文化多様性をよく維持している。有機農法 

• 自ら生業を完結でき、豊に生きる意味がそこ
にある。                循環農法 

• 自律した動物としての捕食原則が維持され、
共生進化の流れに沿っている。 

• 長期的な環境変動、人口増加に対応できる。 

  あまり足さないが、引かない生活（ｖｓたくさ
ん足すが、ほとんどを失う暮らし） 
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穀物料理 

ベジェタリアンの
タリー（めし） 
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穀物料理 

マサラドーサ 

めしとムッデ（サマイとコラティ） 

ウピトゥ 

プーリー 
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穀物コルネの料理 
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酒造り 

スターターづくり 

シコクビエの酒 
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マメ料理サンバーとイドリ 
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パパドと煮豆 
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食品成分分析俵 
食品成分表　穀物概要 100ｇ当たり 五訂日本食品標準成分表より（2000）

穀物名 食品名 エネルギー 水分 タンパク質 脂質 炭水化物　ｇ灰分 食物繊維
kcal ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ナトリウム カリウム カルシウム マグネシウム リン 鉄 亜鉛 Ｅ Ｂ１ Ｂ２ 総量ｇ

アマランサス 玄穀 358 13.5 12.6 6.0 64.9 2.9 1 600 160 270 540 9.4 5.8 2.3 0.04 0.14 7.4
アワ 精白粒 364 12.5 10.5 2.7 73.1 1.2 1 280 14 110 280 4.8 2.7 0.8 0.20 0.07 3.4
エンバク オートミール 380 10.0 13.7 5.7 69.1 1.5 3 260 47 100 370 3.9 2.1 0.7 0.2 0.08 9.4
オオムギ 押麦 340 14.0 6.2 1.3 77.8 0.7 2 170 17 25 110 1.0 1.2 0.1 0.06 0.04 9.6

米粒麦 348 140 7.0 2.1 76.2 0.7 2 170 17 25 140 1.2 1.2 0.1 0.19 0.05 8.7
キビ 精白粒 356 140 10.6 1.7 73.1 0.6 2 170 9 84 160 2.1 2.7 0.1 0.15 0.05 1.7
コムギ 薄力粉 368 141 8.0 1.7 75.9 0.4 2 120 23 12 70 0.6 0.3 0.3 0.13 0.04 2.5

全粒粉 328 14.5 12.8 2.9 68.2 1.6 2 330 26 140 310 3.1 0.42 1.2 0.34 0.09 11.2
イネ 玄米 350 15.5 6.8 2.7 73.8 1.2 1 230 9 110 290 2.1 1.8 1.3 0.41 0.04 3.0

精白米 356 15.5 6.1 0.9 77.1 0.4 1 88 5 23 94 0.8 1.4 0.2 0.08 0.02 0.5
ソバ そば粉 361 13.5 12.0 3.1 69.6 1.8 2 410 17 190 400 2.8 2.4 0.9 0.46 0.11 4.3

そば米 364 12.8 9.6 2.5 73.7 1.4 1 390 12 150 260 1.6 1.4 0.2 0.42 0.10 3.7
トウモロコシ 玄穀 350 14.5 8.6 5.0 70.6 1.3 3 290 5 75 270 1.9 1.7 1.5 0.30 0.10 9.0
ハトムギ 精白粒 360 13.0 13.3 1.3 72.2 0.2 1 85 6 12 20 0.4 0.11 tr 0.02 0.05 0.6
ヒエ 精白粒 367 13.1 9.7 3.7 72.4 1.1 3 240 7 95 280 1.6 2.7 0.3 0.05 0.03 4.3
モロコシ 精白粒 365 12.5 9.5 2.6 74.1 1.3 2 410 14 110 290 2.4 1.3 0.3 0.10 0.03 4.4
ライムギ 全粒粉 334 12.5 12.7 2.7 70.7 1.4 1 400 31 100 290 3.5 3.5 1.1 0.47 0.20 13.3

ライムギ粉 351 13.5 8.5 1.6 75.8 0.6 1 140 25 30 140 1.5 0.7 0.8 0.15 0.07 12.9

シコクビエ*** 玄穀 310 6.8 1.3 68.5 2.6 253-661 150-210
204-
330

1.3-
17.6

110-
610

20-73 3.3

キヌア** 玄穀 399 16.5 6.3 69.0 3.8 12 927 149 250 384 13.2 4.4 more more more 3.8
キヌア * 玄穀 344 13.5 6.1 (糖質55.7) 1 707 32.2 170 370 4.94 3.36 6.1

*上野原ゆうきの輪 分析機関：日本食品分析センター

**KOZIOL（1992）
***加藤1999、小原1981

無機質　ｍｇ ビタミンｍｇ
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ヒエの加工・調理法 
  ヒエは穎が固く、保存性が良いが、加工に手間がかか
る。 

１．黒蒸法 子実を水洗し、浸潤、こしきで軽く蒸し煮する。
その後、天日か火力で乾燥後、臼などで精白する。製品
は黄黒褐色になり、精白歩合は高く、長期貯蔵に耐える。
クロヒエ 

２．白蒸法 水洗浸潤しないで、蒸し煮してから乾燥して、
精白する。白黄色だが、長期貯蔵はできない。 

３．白乾法（大割法） 水洗浸潤しないで、天日乾燥を軽く
行い、精白する。白色で味も良いが、精白歩合が低い。貯
蔵は1年以内。シロヒエ 

４．調理 めし、しとぎ、粥と雑炊、どぶろく、煎餅、五平餅、
ヒエ味噌、ヒエ醤油など。（関塚1988、大野・畠山1996、庄
村2000） 57 



天皇家への献穀の儀式 小正月の門男、アーボ、ヘー
ボをもっている 
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伝統食と信仰：ヤマメ祭、
静岡市井川 

神饌：ヤマメ
の腹中には
アワのめし
が入ってい
る。このアワ
品種は焼き
畑で作る特
別なもの。 
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雑穀商品開発、パン作りの様子 

シコクビエ１０％入りのパン 
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小菅の湯レストランの新
作メニューと酒類 

キビ・モロコシ
の発泡酒
「ピーボ」、ヒ
エ焼酎「（稗
田）阿礼の頭
は冷えちゅう」
の試作 
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欧米での雑穀商品 
アメリカ、ホノルル 

カナダ、バンクーバー 

フランス、ルーアン ドイツ、フランクフルト 62 



古守・鷹觜両先生の意見棡原の長寿の要因 

①長寿棡原は麦を中心とし
た雑穀、いも類を十分に摂
取して、ビタミンＢ１、Ｂ６等を
充実している。 

②全粒粉および小麦胚芽の
高度活用により、ビタミンＥを
多量に摂取し、不飽和脂肪
酸に対する比も正常値を示
している。 

③低コレステロール食品を
適当に組み合わせ、動物性
食品を発達段階に応じて適
量にとっている。 

④棡原地区特産の冬菜の常
食によって、ビタミンＡ、Ｃ，
鉄分を充分に補給している。 

 
 

⑤発酵食品を充分に活用し、
腸内細菌を正常に保ってい
る。 

⑥調理はすべて一物全体食、
土産土法でなされていた 

＋⑦食物繊維多含食品を補
充する。 
 

健康・予防医学、栄養学を大
切にする。 
ピンシャンコロリ天寿 
 
（古守・鷹觜1986） 
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マクガバン・レポート（1977） 
• 改善目標 

１）野菜・果実・全粒（未精製）
穀物による炭水化物（糖質）
の摂取量を増やす。 
 
２）砂糖の摂取量を減らす。 
３）脂肪の摂取量を減らす。 
 

４）とくに動物性脂肪を減らし、
脂肪の少ない赤身肉や魚肉
に替える。 

５）コレステロールの摂取量を
減らす。 
６）食塩の摂取量を減らす。 
７）食べ過ぎをしない。 

• マクバガン上院議員が政
府に提出した国民栄養問
題特別委員会レポート 

病気と食事の関係： 

１）がんは、食事や栄養の摂り
方の間違いで起きる『食源病』
である。 

２）先進国にがん・心臓病・脳
卒中などの病気が急増したの
は、食生活が悪い方向に変化
したからである。 

３）二〇世紀初めのアメリカで
は、がんや心臓病は珍しい病
気であった。 
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チャイナ・スタディ（2004）の推奨： 

私たちの健康と食べ物に関する「八大原則」 
食習慣が与えてくれる恩恵 
１）栄養の正しい定義とホールフードの価値を知る 
２）サプリメントへの警鐘を知る。 
３）植物性食品の意義は甚大である。 
４）遺伝子の働きは栄養次第である。 
５）有害な化学物質以上に有害なものがある。 
６）正しい栄養摂取が回復をもたらす。 
７）正しい栄養は体全体に貢献する。 
８）体はすべてつながっている。 
自分の問題から、地球への貢献へ 
プラントベースでホールフード（未精製・未加工）の食事 
（T.C. Campbell and T.M. Campbell 2004） 
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図11.1 世界とインドにおける雑穀・モロコシの栽培
面積（ha）FAO統計より2016 
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図11.3 日本の雑穀・モロコシの生産量（トン、1967年以降
データがない） 
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表11.2.　日本における雑穀の栽培面積(ha)

雑穀 1900 1950 1990 2001 2002 2003
アワ 243700 66100 44 50 53 44
キビ 34100 26200 146 169 152 121
ヒエ 71900 33200 290 110 150 156
モロコシ 22
ハトムギ 344 312 358
シコクビエ trace
合計 349700 125500 480 673 667 701
ソバ 41800 41400 43500
ダッタンソバ 14
アマランサス 15 11 18
財団法人農産業振興奨励会2001～2003、新需要穀類等生産・流通体
制確立事業実績報告書

農林業センサスには1965年以降統計データがない。ハトムギ、シ
コクビエは減反の代替として水田栽培奨励。 
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図11.4 日本における雑穀、モロコシおよびソバの
輸入量（トン） 
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図11.6 日本におけるイネの栽培面積と生産量、
小麦とトウモロコシの輸入量FAO統計より2016 
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図11.6 日本におけるイネ、コムギ、肉の供給量（1000ｔ）
の変化、FAO統計より2016 
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『後狩詞記』（柳田1909） のちのかりことばのき 
  

 椎葉村には、農政官僚、柳田国男がきて、地域の文書と村長
らからの聞き取りによって、本書を50部出した。岩手県遠野で
の聞き書き『遠野物語』（1910）と同時期である。  
  

 「茲に仮に「後狩詞記」といふ名を以って世に公にせんとする
日向の椎葉村の狩の話は。勿論第二期の狩に就ての話であ
る。 

 大字大河内の椎葉徳蔵氏の家に泊まった夜は。近頃此家に
買得した狩の傳書をも共に見た。 

 茶は天然の産物であるし。椎蕈には生来の見込があるけれ
ども。主たる生業はやはり焼畑の農業である。 

 僅な稗や豆の収穫の為に立派な大木が白く立枯になって居
る有様は平地の住民には極めて奇異の感を与える。 
 焼畑の土地は今も凡て共有である。」 
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  山村から日本民俗学を出発させながら、敗戦時には、
「稲作単一民族説」を提唱して、日本人は南島から稲作
を携えて来て支配者になったとし、山人の文化を軽視す
るように態度が変わった。 

 このため日本人は稲作悲願民族とされ、農業政策は米
（水田稲作）さえ主食として栽培すればよいと、山村や畑
作穀物を切りすてた。  

 アメリカの食糧戦略は敗戦日本の学校給食（パンと脱
脂粉乳）から今日に及び、米より小麦消費が多くなった。
過剰生産されたコメは減反政策で減らし、このことに補助
金を与え、農業をさらに低迷させ、食料自給率は下がり、
ほぼ植民地化されてしまった。  

さて、どう考えますか ？ 日本人の食糧自立と文化的な
自律や誇りを。 

稲作単一民族説による農政の誤り 
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3.そのままの美しい暮らし 

１） 身土不二の健康長寿、栄養 

 

74 



植物との共進化 
～人生の豊かな楽しみ～ 

 
雑穀＝生きるために食べ（作物）、仕事をする 

自給 Eat for life 
（食べるために職業を求めるのではない） 

 

小麦・稲＝金儲け（支配）するために売る（商品） 

消費 
＊野生植物＝自然のままの素材、楽しみ 

採集（狩猟） 
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一年草と多年草の比較～穀物・野菜は一年生が多い 
（河野1974）など 

  第三紀後期以降には半砂漠、第四紀（氷河期から現代間氷期）には砂漠が加
わった。地形と気候変動が続いた。冬の寒さ、乾燥が植物の生育を規制した。 

  これにより多年生草本が出現し、草原が形成され、さらに第四紀になって、一
年生草本が現れた。植物の進化の終点は草本であって、これ以上の進化はない
かもしれない（浅間1975）。 

  草原で、イネ科草本、集団性動物との出会いがあった。ここから狩猟採集、前
農耕、さらに農耕文化の発明があり、文明が発達することになった。 
  第四紀は人類が出現した258万8千年前から始まった。   

植物の生活型の比較

特性
夏生 冬生 通年生 アマドコロ型 レンプクソウ型 ツルボ型 永年草本

個体の寿命
個体群の季節 春から晩夏 秋から初夏 四季通じて 年間
生育場所
形態の可塑性 著しく高い
有性繁殖様式
繁殖体
無性繁殖体数 種子と根茎 球茎、ラミート 鱗茎、むかご 種子、塊根、根茎
個体再生産効率

多年生草本

路傍、農耕地、庭弛（攪乱される） 林床、林縁（安定している）

小種子を多数つくる

変動幅は大きいが、一般に高い

一年生草本

一年以内

自家受精が多い
高い

ない

一年以上

比較的低い
他家受精が多い

少なく大きめの種子と栄養繁殖体

有性では低いが、無性では安定して高い

年間（休眠期ある）
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C3植物とC4植物の比較～雑穀はC4植物が多い 

  多くの植物は二酸化炭素を取り込んで光合成するが、こ
のように最初に作られる物質の炭素数（C数）が３の植物を
C３植物、炭素数が４の化合物である植物はC4植物と呼ば
れる。 
 Foxら(2003)は北米の大草原地帯の化石土壌から、約
2300万年前にC4植物を示す痕跡を認めている。 
   C4植物は一般的に高い光合成速度と高い乾物生産能

力を示し、特に亜熱帯、熱帯において優勢とされている。
生育が最も早い農業用植物12種のうち11種はC4植物であ
り、陸地における光合成の約20％がC4植物によって行わ
れると推定されている。   
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採集 収集 移植、管理     栽培 

半栽培 栽培化 

野草 雑草 

飼料 保険作物 作物 

自然選択 
+ 人為選択 

自然雑種形成 
+ 人為雑種育成 

逸出や擬態 

共生 

多数作 

敵対 隷属 

単作 

潜在意識 

遺
伝
子
組
み
換
え
生
物 

生業／農耕 産業／農業 

余剰生産 

人里植物 

地域および在来品種                     改良品種 

野生 商品化 

植物と人々の関わりの歴史 

共存 

山村の過疎化： 妥協のフロンティアが破れて、野生が越境適応 
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（中尾1967） 
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（中尾1967） 
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１）素のままの美しい暮らしの、基層は自らの「生業」である。 

 山村の暮らしでも生業だけでは暮らしにくく、都市での暮らしは生業を得られず、
生業がなくてもとりあえず暮らせる。ここに、拝金経済主義の陥穽がある。 

山村民は生業の不足を産業に少し関わることで補い、都市民は産業の隙間に、
生業を組み込むのがよい。 
 
語彙：Subsist；生存する、食っていく、暮らしていく、食料を与える。 
Subsistence；生存、生活、生計。       Subsistence farming；自給農耕。 
Subsistence crop；自家用農作物。 
 
２）遊び暮らす；狩猟（鉄砲ぶち、魚釣り、蜂取り、蜜蜂飼養…）、採集（盆栽・銘木、
山菜、きのこ、野草、昆虫…）、収集（石、化石、貝殻…） minor subsistence 

人生を楽しく遊び暮らすには、過剰な便利や不要不急なものを無くす。過剰な消
費のために、稼ぐことを止める。簡素な生活、自給知足が良い。芸事、文筆、野外
活動などをする。 
 

３）家族の暮らしの中で、生業と産業のバランスをとれば、ゆったりした暮らしがで
きる。 
 

４）地域社会・くにで、第一次産業を生業で補完する楽しみを知る。野生の復活を
許す放棄耕作地を減らす。 81 



（藤村2016） 
82 



伝統的知識体系 
         ～おばあさんの植物図鑑（椎葉クニ子さん） 
焼畑 
 輪作４年、放棄遷地約２０年、地力の回復。 
 

主な穀物 
１）ヒエ； 焼畑二年目に作る重要な作物。アマというかごのうえで火力で乾燥し、臼で精白
した。 
２）アワ； 二年目にヒエのかわりに作る。品種ムコダマシ、ホラカ（めしアワ） 
３）ムギ： 大麦、裸麦、小麦。ハッタイ粉は大麦で作る。団子は全粒小麦粉で作った。 

４）トウキビ（とうもろこし）： 粉にして、①団子、②おかゆ；ダイコンやイモガラを入れる。③
トウキビごはん 
５）ソバ（ソマ擬禾穀類）；  一年目に播く。 
 

豆類 
１）ダイズ； 焼畑四年目に作る。 
２）アズキ； 焼畑三年目に作る。 
 
 

芋類 
ジャガイモ（澱粉を取った）、ヤマイモ、イモ（サトイモ； コリヤジミャーモ、ヒゴジミャーモ、
ツルコ、大阪イモ、ヤツグチ） 83 



２）生き物の文明への移行 

84 



 
１．山村農耕の危機的情況 
１）過疎高齢化、地域社会が成立困難になってきている。 
２）自給的農耕で、産業としてはあまり成立していない。 
（ワサビ、コンニャク、山菜、薬草） 
３）耕作放棄地が増加している。 

４）野生獣が里から街に降りて来る。新たな過疎環境に
対する適応。 

５）作物は食害を受け、人は遭遇して殺傷を受けるので、
電気柵を張り巡らす。 
６）鉄砲ぶちは高齢化で減少で、頭数制御ができない。 

＊福島原子力発電所の近郊の被災地、野生獣の世界
になっている。 
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２．敗戦後の拡大造林振興の結果 
１）焼畑はできなくなり、森林面積が増加した。 

２）しかし、針葉樹林の人工林を拡大したため、野生動物
にとって、広葉樹のえさ（堅果、実）が少なくなった。 

３）木材価格の低迷で、林業は停滞で、管理が不十分に
なっている。 
４）花粉症の拡大、多大な人的、経済的損失。 
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３．自然環境保全、自然災害防備 
１）自然環境保全 
野生動植物の多様性保全 
飲料水、生活や産業用水の確保 
自然エネルギー電力確保 
 
２）自然災害防備 
治山治水、食料備蓄 
災害対策 
自然災害：雪害、高齢化で対応できない。 
地震、津波、火山噴火の頻発 
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４．生物文化多様性の保全 
  

１）農地で、農家が栽培植物の在来品種の保存・選抜す
る。小進化が継続する。 

２）家族や地域でも、在来品種の保存 ローカルシードバ
ンク 

３）利用法、伝統食などの継承、使用する人がいなけれ
ば、普及・継承できない。 
５）新しい意味付け、利用法、調理などの開発 
６）大学・研究所、行政との市民の協働 
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 雑穀や野菜の在来品種
は風土に育まれた地域
固有の農耕文化基本複
合に組み込まれて、この
くにの生物文化多様性を
豊かにしてきました。地
域に適応した在来品種と
伝統的利用法を継承す
べきです。 

 上はTT藤野お百姓クラ
ブのシードバンク、下は
CBD/COP10での展示と提
言。 

ローカルシードバン
クの意義 
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みなさまへの提案、「さあ山村」 

• 雑穀街道で雑穀のむらをつなぐ。 

• ホームガーデン家族小規模自給農耕で、雑穀・
野菜などの伝統栽培を維持、郷土食を伝承し、
新しい料理を開発する。 

• 学びを通じた風土産業、日本村塾を創る。 

• 伝統知を学び合うことで、素のままの美しい暮
らしSobiboを勧める。 

• 相模川・多摩川流域近隣市町村の中山間地と
の連携、地域経済をつくる。 
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 雑穀街道  

        Hirse Straße 
 山梨県上野原市棡原は古守豊甫さん（健康医学）、近藤正
二さん（長寿学）、鷹嘴テルさん（食物学）、光岡知足さん（腸内細菌学）

らの予防医学研究により世界保健機関WHOも調査に来
たほど、世界に知られた穀菜食による長寿村でした。雑
穀が現在まで栽培され続けているので、多くの研究者
たちが訪れています。雑穀を栽培する生物文化多様性
が豊かな地域として、上野原市棡原につながる相模川
水系の相模原市緑区藤野から多摩川水系の丹波山村
までをつなぐ道を、雑穀街道と呼ぶことにします。 
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雑穀街道がつなぐ  
トランジッションタウン 
 

●  トランジッションタウン 

◎  エコミュージアム日本村 

   （トランジッション小菅）      

     雑穀街道 

 

     鎌倉街道 

東京都道18号府中町田線 

神奈川県道・東京都道52号 

        相模原町田線 

神奈川県道402号 

        阿久和鎌倉線 

 

  

     中央ライン 

     湘南新宿ライン 

  

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 
● 

● 

● 

● 
● 

● 

◎ 
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山梨県小菅村の雑穀栽培見本園 
素のままの美しい暮らし sobibo 
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雑穀街道：道の駅小菅の展示 
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山梨県上野原市、小菅村、神奈川県相模原市 

トランジッションタウンと山
村をつなぐ雑穀街道 
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３） 雑穀街道をFAO世界農業遺産に 

「なにもないですが、おもてなしのあるむらです。」 
 
UNESCO国連教育科学文化機関に登録するような大自然

や文化遺産はないかもしれませんが、ここには麦・雑穀を
中心とし、イモ・マメ・野菜の在来品種が今でもたくさん栽
培されています。これらが伝統的食文化による山里の暮
らしを支え、健康長寿で世界的に知られました。 
 

この伝統的知識体系から学び、未来の暮らしを素のまま
で楽しく、美しいものにしていきましょう。 
 
FAO国連食糧農業機関の世界農業遺産の認定を得る活
動に、ご賛同くださり、呼びかけ人になってください。 
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くに の市民が学び 
  

 合う、変わる、伝える 
 文化を再創造、継承する 
 くにの暮らしを良くする 
 平安な真文明に移行(トランジッション)する 
*日本村塾：学びたい人々が集う大学の

芽生え。先生なし、授業料なし、入学試
験なし、資格取得なし。 
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NCofEs 

日本村塾 
Nihonmura College for Environmental Studies 

連絡先：エコミュージアム日本村／木俣 村塾生研究員  
kibi20kijin@yahoo.co.jp  

URL: http://www.milletimplic.net/   生物の文明への黙示録 

   http://www.ppmusee.org/       植物と人々の博物館 

http://www2.plala.or.jp/npo-inch/        自然文化誌研究会 

塾生募集 
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略歴：  
民族植物学・南アジア学・環境学習原論専攻。 
東京外国語大学AA研究所フェロー、東京学芸大学名誉
教授、農学博士 （京都大学）。  

環境教育学会、雑穀研究会、自然文化誌研究会などを創
設。  

沖縄から北海道まで国内の、イギリスから日本までユー
ラシア大陸の農山村で雑穀の起源と伝播の調査研究をし
てきた。 

インド・農科大学、タイ・ラジャバト大学プラナコン、イギリ
ス・ケント大学で客員教授、民族学博物館などで共同研
究員ほか経験。  



文献 
 

コットン,C.M. 1996（木俣美樹男・石川裕子訳2004）、民族植物
学ー原理と応用、八坂書房、東京。 
藤村美穂編2016、現代社会は「山」との関係を取り戻せるか、農
文協、東京。 
福井勝義1974、焼畑のむら、朝日新聞社、東京。 

佐原真・都出比呂志、古代史の論点１．環境と食料生産、小学館、
東京。 

農文協、食品加工総覧４、加工品編、東京。 
農文協、食品加工総覧９、素材編、東京。 
農文協、農業技術大系作物編７、雑穀、東京。 
大野康雄・畠山貞雄1996、岩手県北地方のヒエの精白方法、雑
穀研究8：1-7。 
斉藤政美1995、おばあさんの植物図鑑、葦書房、福岡市。 

阪本寧男1988、雑穀のきた道ーユーラシア民族植物誌から、日
本放送出版協会、東京。 100 



 
阪本寧男1991、インド亜大陸の雑穀農牧文化、学会出版センター、
東京。 
佐々木高明1971、稲作以前、日本放送出版協会、東京。 

佐々木高明1972、日本の焼畑ーその地域的比較研究、古今書院、
東京。 
佐々木高明1989、東・南アジア農耕論ー焼畑と稲作、弘文堂、東京。 

関塚清蔵1988、ヒエの研究、全国農村教育協会、東京。 
椎葉久2009、椎葉問わず語りの記、鉱脈社、宮崎市。 
椎葉村1995、椎葉村史、宮崎県椎葉村。 

庄村敏2000、岐阜県白鳥町におけるヒエの蒸し加工方法、雑穀研
究13：23。 
山口裕文編1996、ヒエの博物学、ダウ・ケミカル日本株式会社、東京。 
山口裕文編2001、ヒエという植物、全国農村教育協会、東京。 
山口裕文・河瀬眞琴2003、雑穀の自然史ーその起源と文化を求め
て、北海道大学図書刊行会、札幌。 
柳田国男1909（私家版50部）、後狩詞記、柳田国男先生喜寿記念会
1951復刻。 
 

101 


